
●本計画の策定にあたっては、中国圏の次世代を担う若者、⼥性、起業家、
学生、移住者等の多様な主体との意⾒交換を通じてその視点を計画に反映
しています。その上で「課題解決先進地域」としての気概のもと、計画をつくる
だけでなく共に実⾏していく体制の構築を進めていきます。
大学生が考える社会課題の
解決案

岡山県、広島県、山口県の大学生の皆さん

学生

中国圏広域地方計画について（対象区域︓⿃取県、島根県、岡⼭県、広島県、⼭⼝県）

活躍人⼝の創出、地域資源が持つ⼒を最⼤限発揮し、あらゆるつながりを再構築・強化することで、持続的に成⻑させる
・全国に先駆けて人口減少・少⼦⾼齢化が進⾏する中国圏では、中山間地域や島しょ部から都市部に至るまで古くから自然と共生した多様な暮らしが展開されており、これらの魅⼒とポテンシャルを生かすことで、将来
の日本の課題解決を先導する地域となり得る特性を有しています。
・平地から山間部まで集落が広く分布する分散型の地域構造を強みとして、中枢中核都市から⼩都市に至るまでの階層を意識した「地域生活圏」を形成し、交通やデジタルのネットワークにより圏域内外の対流を促
進するとともに、各地域の機能が有機的に連携し相互に補完し合う持続可能な圏域を形成します。
・さらに、定住人口や関係人口など地域に関わる多様な人々を「活躍人口」として位置付け、それぞれが地域の担い⼿として⼒を発揮することにより、人口減少下においても地域⼒を⾼めていきます。
・これらの取組により、地域の魅⼒とポテンシャルを最⼤限発揮し、あらゆるつながりの再構築・強化によって地域⼒を⾼め、暮らし・産業が好循環する、誰もが自分らしく活躍し安心して暮らし続けることができる中国圏の
実現を目指します。

●デジタル技術の活用や官
⺠連携による個性を生か
した地域生活圏の形成

●重層的なネットワーク形成
による圏域内外の対流促
進

●ものづくり産業の競争⼒強
化とカーボンニュートラルの
実現等に向けた持続可能
な産業への構造転換

●中山間・島しょ部における
地域産業の振興

●観光振興による地域経済
の活性化

●豊かな自然環境の保全・
再生と脱炭素社会の実
現に向けた地域づくりの
推進

●地域特有の歴史・文化の
次世代への継承

●総⼒戦で挑む強靱な圏
域整備と安全・安心の推
進

●インフラ⽼朽化対策の推
進

中国圏
独自 次世代を担う多様な主体との対話３.

●分散型の地域構造である中国圏の特性を踏まえ、地域生活圏に「⼩都市」を
組み込むことで、中枢中核都市から⼩都市、⼩さな拠点に至るまでの階層を
意識した役割分担のもと、交通やデジタルのネットワークでつなぎ、都市機能が
有機的に相互補完される持続可能な圏域を形成します。

▼⼩都市を組み込んだ持続可能な圏域の形成

中国圏
独自 小都市を組み込んだ４層構造の圏域形成１.

●中国圏では、定住人口や関係人口の中でも地域を想い、多様な形で関わる
人々を「活躍人口」として新たに定義し、それぞれが地域の担い⼿として⼒を発
揮することにより、人口減少下においても「地域⼒」の向上につなげます。

中国圏
独自 中国圏を支える「活躍人口」の創出２.

電気・電⼦機械、
⾦属加⼯等の育成カーボンニュートラルポートの形成

2050年の中国圏(将来像) イメージ

中国圏発の地域生活圏形成のイメージ
出典︓総務省「関係人口とは」を基に作成

萩市
萩城下町（萩市）

中国圏の文化と歴史

（公社）島根県観光連盟

⽯⾒銀山（⼤田市）

（公社）島根県観光連盟
鷺舞（津和野町）

（公社）島根県観光連盟

出雲⼤社（出雲市）

（公社）島根県観光連盟 （公社）島根県観光連盟 （一社）真庭観光局

三徳山三佛寺（三朝町） ⼤宮踊（真庭市）

吉備津神社（岡山市）
（公社）岡山県観光連盟

壬生の花田植（北広島町）
（一社）北広島町観光協会

⽩⽯踊（笠岡市）
（一社）笠岡市観光協会

瑠璃光寺（山口市）
（一財）山口観光コンベンション協会

原爆ドーム（広島市）
（一社）広島県観光連盟

嚴島神社（廿日市市）

佐陀神能（松江市）

広島県

地元の力になるために
必要なこととは

鳥取県倉吉市 倉吉農業高校
島根県益田市 益田翔陽高校

高校生

若者視点で考える中国圏に住み
続けられるための取組みとは

広島県呉市 呉工業高等専門学校
山口県宇部市 山口大学

学生

女性起業家が語る地域の
魅力・課題、そして求めるもの

山口県の女性起業家の皆さん

女性
起業家

これからの移住・二地域居住
のかたちとは

広島県江田島市 一般社団法人フウド

移住者

持続可能な次世代型
養殖業のかたち

広島県大崎上島町 株式会社ファームスズキ

養殖業 国内外の観光客を魅了し続け
る日本一の庭園の成長と継承

島根県安来市 足立美術館

観光業

中小企業を支える産学官
協創の研究開発と人材育成

島根県松江市 島根大学次世代たたら協創センター

大学

持続可能な漁業の発展に
向けて漁協ができること

広島県広島市 井口漁業協同組合

漁業

林業を支える人材育成と
国土管理に向けて

鳥取県日南町 にちなん中国山地林業アカデミー

林業

地域おこし協力隊が紡ぐ
地域資源の次世代継承

広島県安芸太田町 地域おこし協力隊

若者

工業高校生が実践する
インフラメンテナンス

岡山県岡山市 岡山工業高校

高校生

暮らし

安心 ・安全

産業 ・経済

グリーン国土

ほとんど関わりがない者

行き来する者
「風の人」

何らかの関わりがある者
（過去の勤務や居住、

滞在等）

この地域で
スタートアップ
にチャレンジ

活躍人口

第二の故郷に
ふるさと納税

関係人口

交流人口

活躍人口

活躍人口

地元のお祭を
手伝おう

たまには故郷
でボランティア

活躍人口

地域内に
ルーツがある者

（遠居）

地域内に
ルーツがある者

（近居）

地域の魅力を
活かした取組
をしよう

活躍人口

正直、
何があるのか
わからない

あそこが
観光名所だって
話題になってた

観光で
来ました

定住者

定住人口

弱 強地域の力になる行動

少

多

行き来する者
「風の人」

良い所だったから
SNSで発信しよう

活躍人口

地域内に
ルーツがある者

（近居）
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拠点空港
地方管理空港
その他の空港
国際戦略港湾
国際拠点港湾
重要港湾

高規格道路（供用中）
高規格道路（事業中）
高規格道路（調査中）

既設新幹線
整備計画路線（開業区間）
整備計画路線（建設中区間）
整備計画路線（未着工区間）
リニア中央新幹線（建設中区間）
リニア中央新幹線（未着工区間）
基本計画路線
ミニ新幹線

※本地図は我が国の領⼟を網羅的に記したものではない。
※⾼規格道路ネットワーク図については令和７年4月7日時点の情報。
また、近畿圏、広島、北九州、福岡都市圏については、一部の路線を図⽰していない。



｢活躍人口｣の創出について

○新たな中国圏広域地方計画において、地域を想い、地域の力になってくれる｢活躍人口｣を位置づけ、その創出を目指
しています。
○｢活躍人口｣の活動が活発化するようにインフラ･都市･観光などが連携し、彼らの活動をサポートすることが重要です。

「活躍人口」とは 地域を想い、地域の力になってくれる人です。活躍人口

地域力のﾎﾟﾃﾝｼｬﾙを持つ人 地域への想い

活躍人口

活躍人口の具体事例

観光で訪れた若者（交流人口）が、
中国圏の美しい自然に感動し、自然

保護活動を体験する。（推し活）

関係人口交流人口 定住人口 推し活地域愛 ファン

定住人口想い 関係人口 想い交流人口 想い

観光で訪れた若者（交流人口）が、
中国圏の魅力を友人とシェアしたく

なり、ＳＮＳに投稿する。（地域愛）

中国圏に魅力を感じ、二地域居住

（関係人口）で、地域課題解決に

取り組む副業を行う。（推し活）

昔住んでいた中国圏は第２の故郷

（関係人口）だと感じているため、

ふるさと納税で応援する。（ファン）

生まれ育った中国圏（定住人口）で、
子供たちが笑顔になれるよう、地域

のお祭りを運営する。（推し活）

毎日の買い物（定住人口）で選ぶ
食材は、少し高くてもなるべく地元

で採れたものを選ぶ。（地域愛）

活躍人口の意義

人口減少・高齢化により

減 少 す る 地 域 力
活躍人口の活躍により

増 加 す る 地 域 力＜

活躍人口の創出、地域資源が持つ力を最大限発揮し、あらゆる

つながりを再構築・強化することで、持続的に成長させる

＜中国圏広域地方計画の理念＞

仕事や報酬など、利己的な欲や義務感による地域活動には、限界があります。

地域への想いを原動力に、地域の力になってくれる人こそ、持続可能な地域づくりに欠かせない人材であり、中国圏広域地方計画において、
活躍人口と呼んでいます。

全国に先駆け人口減少・高齢化が進む中国圏においては、人口の取合
いではなく、人材を育成する発想が必要です。
＜ 地域経済に及ぼすエネルギー × 人口 ＝ 地域力 ＞と捉えれば、

減少していく人口よりも早いペースで、エネルギーの大きい活躍人口
を創出することで、総和の地域力を向上させる可能性を秘めています。
取組を通じて活躍する人が幸福感を得られることも期待できます。
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